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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力端を介して受けた入力電圧から第１電圧と前記第１電圧より低い第２電圧とを生成
し、生成した前記第１電圧を第１出力端から出力し、生成した前記第２電圧を第２出力端
から出力すると共に、制御信号を受信して動作の可否が決定される電圧生成部と、
　前記第１出力端に接続されるキャパシタと、
　前記制御信号により、前記キャパシタに格納された電荷を放電するスイッチ部と、を含
み、
　前記電圧生成部が制御信号により動作をする場合に前記スイッチはオフ状態になり、前
記電圧生成部が制御信号により動作を停止する場合に前記スイッチはオン状態になって前
記キャパシタの電荷を放電させる
　ことを特徴とするＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項２】
　前記電圧生成部は、
　前記第１電圧を生成するブースト回路と、
　前記第２電圧を生成するインバータ回路と、をさらに含む
　ことを特徴とする請求項１に記載のＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項３】
　前記スイッチ部は、前記制御信号により、オンオフ状態が決定されるトランジスタをさ
らに含む
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　ことを特徴とする請求項１に記載のＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項４】
　前記キャパシタに充電された電荷を放電し、前記トランジスタによって接続される抵抗
をさらに含む
　ことを特徴とする請求項３に記載のＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項５】
　前記制御信号を受信し、一定時間遅延して前記トランジスタのゲートに伝達する遅延回
路をさらに含む
　ことを特徴とする請求項３に記載のＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項６】
　前記トランジスタは、アースに接続される
　ことを特徴とする請求項３に記載のＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項７】
　前記トランジスタは、前記第２電圧に接続される
　ことを特徴とする請求項３に記載のＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項８】
　入力端を介して受けた入力電圧から第１電圧と前記第１電圧より低い第２電圧とを生成
し、生成した前記第１電圧を第１出力端から出力し、生成した前記第２電圧を第２出力端
から出力すると共に、制御信号を受信して動作の可否が決定される電圧生成部と、
　前記第１出力端に接続されるキャパシタと、
　前記出力端、前記第２電圧、及びアースのいずれか１つに接続され、前記キャパシタに
格納されている電荷を消耗する抵抗と、を含み、
　前記電圧生成部が制御信号により動作をする場合に前記スイッチはオフ状態になり、前
記電圧生成部が制御信号により動作を停止する場合に前記スイッチはオン状態になって前
記キャパシタの電荷を放電させる
　ことを特徴とするＤＣ－ＤＣコンバータ。
【請求項９】
　データ信号、走査信号、第１電圧及び第２電圧を受けて画像を表現する画素部と、
　前記データ信号を生成するデータ駆動部と、
　前記走査信号を生成する走査駆動部と、
　前記第１電圧及び前記第２電圧を生成するＤＣ－ＤＣコンバータと、を備え、
　前記ＤＣ－ＤＣコンバータは、
　入力端を介して受けた入力電圧から前記第１電圧と前記第１電圧より低い前記第２電圧
とを生成し、生成した前記第１電圧を第１出力端から出力し、生成した前記第２電圧を第
２出力端から出力すると共に、制御信号を受信して動作の可否が決定される電圧生成部と
、
　前記第１出力端に接続されるキャパシタと、
　前記制御信号により、前記キャパシタに格納された電荷を放電するスイッチ部と、を含
み、
　前記電圧生成部が制御信号により動作をする場合に前記スイッチはオフ状態になり、前
記電圧生成部が制御信号により動作を停止する場合に前記スイッチはオン状態になって前
記キャパシタの電荷を放電させる
　ことを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記電圧生成部は、
　前記第１電圧を生成するブースト回路と、
　前記第２電圧を生成するインバータ回路と、をさらに含む
　ことを特徴とする請求項９に記載の有機電界表示装置。
【請求項１１】
　前記スイッチ部は、前記制御信号により、オンオフ状態が決定されるトランジスタをさ
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らに含む
　ことを特徴とする請求項９に記載の有機電界表示装置。
【請求項１２】
　前記制御信号を受信し、一定時間遅延して前記トランジスタのゲートに伝達する遅延回
路をさらに含む
　ことを特徴とする請求項１１に記載の有機電界表示装置。
【請求項１３】
　前記トランジスタは、アースに接続される
　ことを特徴とする請求項１１に記載の有機電界表示装置。
【請求項１４】
　前記トランジスタは、前記第２電圧に接続される
　ことを特徴とする請求項１１に記載の有機電界表示装置。
【請求項１５】
　データ信号、走査信号、第１電圧及び第２電圧を受けて画像を表現する画素部と、
　前記データ信号を生成するデータ駆動部と、
　前記走査信号を生成する走査駆動部と、
　前記第１電圧及び前記第２電圧を生成するＤＣ－ＤＣコンバータと、を備え、
　前記ＤＣ－ＤＣコンバータは、
　入力端を介して受けた入力電圧から前記第１電圧と前記第１電圧より低い前記第２電圧
とを生成し、生成した前記第１電圧を第１出力端から出力し、生成した前記第２電圧を第
２出力端から出力すると共に、制御信号を受信して動作の可否が決定される電圧生成部と
、
　前記第１出力端に接続されるキャパシタ
　前記出力端と前記第２電圧またはアースとの間に接続され、前記キャパシタに格納され
ている電荷を消耗する抵抗と、を含み、
　前記電圧生成部が制御信号により動作をする場合に前記キャパシタが充電され、前記電
圧生成部が制御信号により動作を停止する場合に前記抵抗を介して前記キャパシタの電荷
を放電させる
　ことを特徴とする有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＤＣ－ＤＣコンバータ及びこれを用いた有機電界発光表示装置に関し、より
詳細には、有機電界発光表示装置において異常なディスプレイを防止するＤＣ－ＤＣコン
バータ及びこれを用いた有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重量及び体積を減
少させることができる各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置には、液晶表示
装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌ
ｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓ
ｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）、及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅ
ｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などがある。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔との再結合により発光する
有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ：Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉ
ｏｄｅ）を用いて画像を表示する。
【０００４】
このような前記有機電界発光表示装置は、優れた色再現性や薄肉性などの様々なメリット
により、応用分野において、携帯電話のほか、ＰＤＡ、ＭＰ３、ＤＳＣなどへ、市場が大
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きく拡大している。
【０００５】
　図１は、従来の有機電界発光表示装置で採用した画素の構造を示す回路図である。同図
を参照して説明すると、画素は、第１トランジスタＭ１と、第２トランジスタＭ２と、キ
ャパシタＣｓｔと、有機発光ダイオードＯＬＥＤとを含む。
【０００６】
　第１トランジスタＭ１は、ソースが第１電圧ＥＬＶＤＤに接続され、ドレインが有機発
光ダイオードＯＬＥＤに接続され、ゲートがノードＮ１に接続される。第２トランジスタ
Ｍ２は、ソースがデータ線Ｄｍに接続され、ドレインがノードＮ１に接続され、ゲートが
走査線Ｓｎに接続される。キャパシタＣｓｔは、第１電極が第１電圧ＥＬＶＤＤに接続さ
れ、第２電極がノードＮ１に接続される。そして、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、アノ
ード電極、カソード電極、及び発光層を備え、アノード電極は第１トランジスタＭ１のド
レインに接続され、カソード電極は第２電圧ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発
光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極からカソード電極に電流が流れると、その流れる電
流量に対応して発光層で光を発光する。下記式１は、第１トランジスタＭ１のドレインに
流れる電流を示す。
【０００７】
【数１】

【０００８】
　ここで、Ｉｄは第１トランジスタＭ１のドレインに流れる電流、Ｖｄａｔａはデータ信
号の電圧、ＥＬＶＤＤは第１トランジスタＭ１のソースに伝達される第１電圧の電圧、Ｖ
ｔｈは第１トランジスタＭ１の閾値電圧、βは定数を表す。
【０００９】
　このように構成された有機電界発光表示装置の画素は、データ信号が伝達されない場合
も、第１電圧ＥＬＶＤＤ及び第２電圧ＥＬＶＳＳが画素に供給され続けると、キャパシタ
Ｃｓｔによって所定の電圧が第１トランジスタＭ１のゲートに印加される。これにより、
有機発光ダイオードＯＬＥＤに電流が流れて画素が発光する。しかし、このときの発光は
、不要な発光であり、これにより、画素の寿命が短縮する問題がある。
【特許文献１】韓国特許出願公開第２００７－０００３８１２号公報
【特許文献２】韓国特許出願公開第２００１－００８０９６０号公報
【特許文献３】特開２００４－２９５１３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の目的は、電源オフ時における異常発光を防止するＤＣ－ＤＣコンバータ及びこ
れを用いた有機電界発光表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するための本発明の第１の態様は、入力端を介して入力電圧を受けて第
１電圧及び当該第１電圧より電圧の低い第２電圧を生成し、出力端を介して前記第１電圧
及び前記第２電圧を出力し、制御信号を受信して動作の可否が決定される電圧生成部と、
前記出力端に接続されるキャパシタと、前記制御信号により、前記キャパシタに格納され
た電荷を放電するスイッチ部と、を含むＤＣ－ＤＣコンバータを提供する。
【００１２】
　上記目的を達成するための本発明の第２の態様は、入力端を介して入力電圧を受けて第
１電圧及び当該第１電圧より低い第２電圧を生成し、出力端を介して前記第１電圧及び前
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記第２電圧を出力し、制御信号を受信して動作の可否が決定される電圧生成部と、前記出
力端に接続されるキャパシタと、前記出力端、前記第２電圧、及びアースのいずれか１つ
に接続され、前記キャパシタに格納されている電荷を消耗する抵抗と、を含むＤＣ－ＤＣ
コンバータを提供する。
【００１３】
　上記目的を達成するための本発明の第３の態様は、データ信号、走査信号、第１電圧及
び第２電圧を受けて画像を表現する画素部と、前記データ信号を生成するデータ駆動部と
、前記走査信号を生成する走査駆動部と、前記第１電圧及び前記第２電圧を生成するＤＣ
－ＤＣコンバータと、を備え、前記ＤＣ－ＤＣコンバータは、入力端を介して入力電圧を
受けて前記第１電圧及び当該第１電圧より低い前記第２電圧を生成し、出力端を介して前
記第１電圧及び前記第２電圧を出力し、制御信号を受信して動作の可否が決定される電圧
生成部と、前記出力端に接続されるキャパシタと、前記制御信号により、前記キャパシタ
に格納された電荷を放電するスイッチ部と、を含む有機電界発光表示装置を提供する。
【００１４】
　上記目的を達成するための本発明の第４の態様は、データ信号、走査信号、第１電圧及
び第２電圧を受けて画像を表現する画素部と、前記データ信号を生成するデータ駆動部と
、前記走査信号を生成する走査駆動部と、前記第１電圧及び前記第２電圧を生成するＤＣ
－ＤＣコンバータと、を備え、前記ＤＣ－ＤＣコンバータは、入力端を介して入力電圧を
受けて前記第１電圧の電圧及び当該第１電圧の電圧より低い前記第２電圧の電圧を生成し
、出力端を介して前記第１電圧の電圧及び前記第２電圧の電圧を出力し、制御信号を受信
して動作の可否が決定される電圧生成部と、前記出力端に接続されるキャパシタと、前記
出力端と前記第２電圧またはアースとの間に接続され、前記キャパシタに格納されている
電荷を消耗する抵抗と、を含む有機電界発光表示装置を提供する。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係るＤＣ－ＤＣコンバータ及びこれを用いた有機電界発光表示装置によると、
ＤＣ－ＤＣコンバータをオフにしても、キャパシタに充電された電荷による画素への第１
電圧及び第２電圧の伝達によって発生する異常発光現象を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態を、添付された図面を参照して説明する。
【００１７】
　図２は、本発明に係る有機電界発光表示装置の構造を示す構造図である。同図を参照し
て説明すると、有機電界発光表示装置は、画素部１００と、データ駆動部２００と、走査
駆動部３００と、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００とを含む。
【００１８】
　画素部１００には、複数の画素１０１が配列され、各画素１０１は、電流の流れに対応
して光を発光する有機発光ダイオード（図示せず）を含む。そして、行方向に形成され、
走査信号を伝達するｎ個の走査線Ｓ１，Ｓ２，...Ｓｎ－１，Ｓｎと、列方向に形成され
、データ信号を伝達するｍ個のデータ線Ｄ１，Ｄ２，...Ｄｍ－１，Ｄｍが配列される。
また、画素部１００は、第１電圧ＥＬＶＤＤ及び第２電圧ＥＬＶＳＳを外部から受けて駆
動される。このため、画素部１００は、走査信号、データ信号、第１電圧ＥＬＶＤＤ及び
第２電圧ＥＬＶＳＳにより、有機発光ダイオードが発光して映像を表示する。
【００１９】
　データ駆動部２００は、画素部１００にデータ信号を印加する手段であって、赤色、青
色、及び緑色の成分を有するビデオデータを受信してデータ信号を生成する。そして、デ
ータ駆動部２００は、画素部１００のデータ線Ｄ１，Ｄ２，...Ｄｍ－１，Ｄｍに接続さ
れ、生成されたデータ信号を画素部１００に印加する。
【００２０】
　走査駆動部３００は、画素部１００に走査信号を印加する手段であって、走査線Ｓ１，
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Ｓ２，...Ｓｎ－１，Ｓｎに接続され、走査信号を画素部１００の特定の行に伝達する。
走査信号が伝達された画素１０１には、データ駆動部２００から出力されたデータ信号が
伝達され、画素１０１で駆動電流が生成されて有機発光ダイオードに流れる。
【００２１】
　ＤＣ－ＤＣコンバータ４００は、画素部１００に第１電圧ＥＬＶＤＤ及び第２電圧ＥＬ
ＶＳＳを伝達する手段である。このようなＤＣ－ＤＣコンバータ４００は、所定の電圧を
外部から受けて電圧レベルを変更し、画素部１００に好適な第１電圧ＥＬＶＤＤ及び第２
電圧ＥＬＶＳＳを生成して伝達する。ＤＣ－ＤＣコンバータ４００は、レギュレータを用
いて形成され、第１電圧ＥＬＶＤＤを生成するためのブースト回路と、第２電圧ＥＬＶＳ
Ｓを生成するためのインバータ回路とで構成される。
【００２２】
　図３は、本発明に係るＤＣ－ＤＣコンバータの第１実施形態を示す構造図である。同図
を参照して説明すると、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ａは、ブースト回路４１０ａと、イ
ンバータ回路４２０ａと、キャパシタＣｃｈと、スイッチ部Ｒｃｈ、Ｍｃｈとを含む。
【００２３】
　ブースト回路４１０ａは、入力電圧を受けて第１電圧ＥＬＶＤＤを生成する手段であっ
て、入力電圧を昇圧して第１電圧ＥＬＶＤＤを生成する。入力電圧は、携帯電話のバッテ
リなどから伝達される。
【００２４】
　インバータ回路４２０ａは、入力電圧を受けて第２電圧ＥＬＶＳＳを生成する手段であ
って、入力電圧を反転して低電圧を有する第２電圧ＥＬＶＳＳを生成する。
【００２５】
　そして、ブースト回路４１０ａ及びインバータ回路４２０ａは、制御信号ＣＳを受信し
て動作の可否を決定する。
【００２６】
　キャパシタＣｃｈは、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ａの第１電圧ＥＬＶＤＤを出力する
出力端に接続され、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ａの出力を安定して出力できるようにす
る。
【００２７】
　スイッチ部Ｒｃｈ、Ｍｃｈは、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ａの内部に位置し、制御信
号ＣＳの動作に対応して、キャパシタＣｃｈに接続され、キャパシタＣｃｈに充電されて
いる電荷を放電または保持させる。ブースト回路４１０ａが駆動途中に制御信号ＣＳによ
って停止すると、キャパシタＣｃｈには、第１電圧ＥＬＶＤＤの電荷が充電される。これ
により、キャパシタＣｃｈに充電された電荷により、第１電圧ＥＬＶＤＤの電圧が図２に
示されている画素部に伝達され、画素部のそれぞれの画素は、第１電圧ＥＬＶＤＤを受け
て発光する。このような画素の発光は、ブースト回路４１０ａの動作が停止した状態で発
生するものであり、画素の寿命を短縮させる結果をもたらす。
【００２８】
　したがって、このような発光を防止するため、スイッチ部Ｒｃｈ、Ｍｃｈをキャパシタ
Ｃｃｈに接続し、キャパシタＣｃｈに格納された電荷を放電する経路を生成する。
【００２９】
　スイッチ部Ｒｃｈ、Ｍｃｈは、抵抗Ｒｃｈ及びトランジスタＭｃｈを含む。抵抗Ｒｃｈ
は、一端がブースト回路４１０ａの出力端に接続され、他端がトランジスタＭｃｈのソー
スに接続される。トランジスタＭｃｈは、ソースが抵抗Ｒｃｈに接続され、ドレインがイ
ンバータ回路４２０ａで生成された第２電圧ＥＬＶＳＳを出力する出力端に接続され、ゲ
ートは、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ａを動作させる制御信号ＣＳを受信してスイッチン
グ動作を行う。
【００３０】
　すなわち、制御信号ＣＳにより、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ａが動作をすると、トラ
ンジスタＭｃｈはオフ状態になり、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ａが動作を停止すると、
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トランジスタＭｃｈはオン状態になる。このため、トランジスタＭｃｈがオン状態になる
と、抵抗Ｒｃｈの一端に第２電圧ＥＬＶＳＳが伝達され、キャパシタＣｃｈに格納された
電荷が抵抗Ｒｃｈを介して第２電圧ＥＬＶＳＳに流れ、キャパシタＣｃｈに格納された電
荷が抵抗Ｒｃｈで消費される。そして、トランジスタＭｃｈがオフ状態になると、抵抗Ｒ
ｃｈに電流が流れなくなり、ブースト回路４１０ａの出力端の電圧への影響はない。
【００３１】
　したがって、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ａがオフ状態になったとき、キャパシタＣｃ
ｈに充電された電荷が放電される。これにより、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ａがオフ状
態になっているとき、第１電圧ＥＬＶＤＤが、所定時間、図２の画素部に伝達されること
を防止し、画素部のそれぞれの画素が異常発光する現象を防止することができる。
【００３２】
　図４は、本発明に係るＤＣ－ＤＣコンバータの第２実施形態を示す構造図である。同図
を参照して説明すると、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｂは、ブースト回路４１０ｂと、イ
ンバータ回路４２０ｂと、キャパシタＣｃｈと、スイッチ部Ｒｃｈ、Ｍｃｈとを含む。
【００３３】
　同図に示すＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｂは、図３に示すＤＣ－ＤＣコンバータ４００
ａとは異なり、スイッチ部Ｒｃｈ、Ｍｃｈにおいて、トランジスタＭｃｈの一端がインバ
ータ回路４２０ｂの出力端に接続されるのではなく、アースに接続される。このため、制
御信号ＣＳに対応して、ブースト回路４１０ｂが停止した場合、キャパシタＣｃｈに格納
された電荷がトランジスタＭｃｈを介してアースに流れる。
【００３４】
　したがって、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｂがオフ状態になったとき、キャパシタＣｃ
ｈに充電された電荷が放電される。これにより、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｂがオフ状
態になっているとき、第１電圧ＥＬＶＤＤが、所定時間、図２の画素部に伝達されること
を防止し、画素部のそれぞれの画素が異常発光する現象を防止することができる。
【００３５】
　図５は、本発明に係るＤＣ－ＤＣコンバータの第３実施形態を示す構造図である。同図
を参照して説明すると、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｃは、ブースト回路４１０ｃと、イ
ンバータ回路４２０ｃとを含み、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｃの出力端には、キャパシ
タＣｃｈ及びスイッチ部Ｍｃｈが接続される。
【００３６】
　図５に示すＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｃと、図３に示すＤＣ－ＤＣコンバータ４００
ａとの相違点は、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｃの外部にトランジスタＭｃｈが接続され
ることにある。
【００３７】
　トランジスタＭｃｈは、ソースが第１電圧ＥＬＶＤＤの出力端に接続され、ドレインが
アースに接続される。このとき、インバータ回路４２０ｃの出力端は、アースに接続され
ない。これにより、制御信号ＣＳに対応して、ブースト回路４１０ｃが停止した場合、キ
ャパシタＣｃｈに格納された電荷がトランジスタＭｃｈを介してアースに流れる。
【００３８】
　したがって、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｃがオフ状態になったとき、キャパシタＣｃ
ｈに充電された電荷が放電される。これにより、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｃがオフ状
態になっているとき、第１電圧ＥＬＶＤＤが、所定時間、図２の画素部に伝達されること
を防止し、画素部のそれぞれの画素が異常発光する現象を防止することができる。
【００３９】
　図６は、本発明に係るＤＣ－ＤＣコンバータの第４実施形態を示す構造図である。同図
を参照して説明すると、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｄは、ブースト回路４１０ｄと、イ
ンバータ回路４２０ｄとを含み、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｄの出力端には、キャパシ
タＣｃｈ及びスイッチ部が接続され、制御信号ＣＳの入力端とスイッチ部との間には、遅
延回路４３０が接続される。
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【００４０】
　ブースト回路４１０ｄは、入力電圧を受けて第１電圧ＥＬＶＤＤを生成する手段であっ
て、入力電圧を昇圧して第１電圧ＥＬＶＤＤを生成する。入力電圧は、携帯電話のバッテ
リなどから伝達される。
【００４１】
　インバータ回路４２０ｄは、入力電圧を受けて第２電圧ＥＬＶＳＳを生成する手段であ
って、入力電圧を反転して低電圧を有する第２電圧ＥＬＶＳＳを生成する。
【００４２】
　そして、ブースト回路４１０ｄ及びインバータ回路４２０ｄは、制御信号ＣＳを受信し
て動作の可否を決定する。
【００４３】
　キャパシタＣｃｈは、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｄの出力端に接続され、ＤＣ－ＤＣ
コンバータ４００ｄの出力を安定して出力できるようにする。
【００４４】
　スイッチ部は、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｄの外部に形成され、キャパシタＣｃｈに
充電されている電荷を放電させる。キャパシタＣｃｈに充電された電荷が放電されない状
態で、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｄが動作途中に停止すると、キャパシタＣｃｈには、
第１電圧ＥＬＶＤＤの電荷が充電されるようになる。キャパシタＣｃｈに充電された電荷
により、第１電圧ＥＬＶＤＤの電荷が、インバータ回路４２０ｄを介して、図２に示され
ている画素部に伝達され、画素部のそれぞれの画素は、第１電圧ＥＬＶＤＤを受けて発光
する。このような画素の発光は、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｄの動作が停止した状態で
発生するものであり、画素の寿命が短縮する結果をもたらす。したがって、このような発
光を防止するため、スイッチ部において、キャパシタＣｃｈに格納された電荷を放電する
経路を生成する。スイッチ部は、トランジスタＭｃｈを含み、トランジスタＭｃｈは、ソ
ースがブースト回路４１０ｄの出力端に接続され、ドレインがアースに接続され、ゲート
は、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｄを動作させる制御信号ＣＳを受信してスイッチング動
作を行う。すなわち、制御信号ＣＳにより、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｄが動作をする
と、トランジスタＭｃｈはオフ状態になり、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｄが動作を停止
すると、トランジスタＭｃｈはオン状態になる。このため、トランジスタＭｃｈがオン状
態になると、キャパシタＣｃｈに格納されている電荷がトランジスタＭｃｈを介してアー
スに流れ、キャパシタＣｃｈに格納された電荷が放電される。そして、トランジスタＭｃ
ｈがオフ状態になると、アースに電流が流れなくなり、ブースト回路４１０ｄの出力端の
電圧への影響はない。
【００４５】
　すなわち、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｄがオフ状態になったとき、キャパシタＣｃｈ
に充電された電荷が放電される。これにより、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｃがオフ状態
になっているとき、第１電圧ＥＬＶＤＤが、所定時間、図２の画素部に伝達されることを
防止し、画素部のそれぞれの画素が異常発光する現象を防止することができる。
【００４６】
　遅延回路４３０は、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｄの駆動を決定する制御信号ＣＳを一
定時間の経過後にトランジスタＭｃｈに伝達させる手段である。このような遅延回路４３
０は、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｄが停止した後、所定時間の経過後に、トランジスタ
Ｍｃｈがオン状態になるようにし、キャパシタＣｃｈに格納された電荷がトランジスタＭ
ｃｈを介してアースに流れるようにする。このため、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｄの制
御信号ＣＳによる駆動停止後、キャパシタＣｃｈに充電された電荷は、直ちにトランジス
タＭｃｈを介してアースに流れるのではなく、時間差をおいて、トランジスタＭｃｈを介
してアースに流れ、第１電圧ＥＬＶＤＤが直ちに遮断されないようにする。
【００４７】
　図７は、本発明に係るＤＣ－ＤＣコンバータの第５実施形態を示す構造図である。同図
を参照して説明すると、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｅは、ブースト回路４１０ｅと、イ
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ンバータ回路４２０ｅとを含み、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｅの出力端には、キャパシ
タＣｃｈ及び抵抗Ｒｃｈが接続される。
【００４８】
　ブースト回路４１０ｅは、入力電圧を受けて第１電圧ＥＬＶＤＤを生成する手段であっ
て、入力電圧を昇圧して第１電圧ＥＬＶＤＤを生成する。入力電圧は、携帯電話のバッテ
リなどから伝達される。
【００４９】
　インバータ回路４２０ｅは、入力電圧を受けて第２電圧ＥＬＶＳＳを生成する手段であ
って、入力電圧を反転して低電圧を有する第２電圧ＥＬＶＳＳを生成する。
【００５０】
　そして、ブースト回路４１０ｅ及びインバータ回路４２０ｅは、制御信号ＣＳを受信し
て動作の可否を決定する。
【００５１】
　キャパシタＣｃｈは、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｅの出力端に接続され、ＤＣ－ＤＣ
コンバータ４００ｅの出力を安定して出力できるようにする。
【００５２】
　抵抗Ｒｃｈは、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｅの外部に形成され、キャパシタＣｃｈに
充電されている電荷を放電させる。キャパシタＣｃｈに充電された電荷を放電させなくな
ると、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｅが動作途中に動作を停止し、キャパシタＣｃｈには
、第１電圧ＥＬＶＤＤの電荷が充電されるようになる。キャパシタＣｃｈに充電された電
荷により、第１電圧ＥＬＶＤＤの電荷が、ブースト回路４１０ｅを介して、図２に示され
ている画素部に伝達され、画素部のそれぞれの画素は、第１電圧ＥＬＶＤＤを受けて発光
する。このような画素の発光は、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｅが動作を停止した状態で
発生するものであり、画素の寿命などに悪い影響を及ぼす。したがって、このような発光
を防止するため、抵抗Ｒｃｈを介してキャパシタＣｃｈに格納された電荷を放電する経路
を生成する。抵抗Ｒｃｈの一端は、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｅの出力端に接続され、
他端は、アースに接続される。このため、キャパシタＣｃｈに充電された電荷が抵抗Ｒｃ
ｈを介して消費される。キャパシタＣｃｈに充電された電荷が放電する時間は、キャパシ
タＣｃｈの大きさ及び抵抗Ｒｃｈの大きさに対応するため、キャパシタＣｃｈ及び抵抗Ｒ
ｃｈの大きさを調整し、キャパシタＣｃｈに充電された電荷が非常に早く消費されること
を防止する。
【００５３】
　したがって、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｅの出力端に格納されている電荷が放電され
、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｅがオフ状態になった後、第１電圧ＥＬＶＤＤの電圧が、
図２の画素部に伝達されることを防止し、画素部のそれぞれの画素が異常発光する現象を
防止することができる。
【００５４】
　図８は、本発明に係るＤＣ－ＤＣコンバータの第６実施形態を示す構造図である。同図
を参照して説明すると、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｆは、ブースト回路４１０ｆと、イ
ンバータ回路４２０ｆとを含み、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｆの出力端には、キャパシ
タＣｃｈ１、Ｃｃｈ２及び抵抗Ｒｃｈが接続される。
【００５５】
　ブースト回路４１０ｆは、入力電圧を受けて第１電圧ＥＬＶＤＤを生成する手段であっ
て、入力電圧を昇圧して第１電圧ＥＬＶＤＤを生成する。入力電圧は、携帯電話のバッテ
リなどから伝達される。
【００５６】
　インバータ回路４２０ｆは、入力電圧を受けて第２電圧ＥＬＶＳＳを生成する手段であ
って、入力電圧を反転して低電圧を有する第２電圧ＥＬＶＳＳを生成する。
【００５７】
　そして、ブースト回路４１０ｆ及びインバータ回路４２０ｆは、制御信号ＣＳを受信し
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【００５８】
　キャパシタＣｃｈ１、Ｃｃｈ２は、ブースト回路４１０ｆ及びインバータ回路４２０ｆ
の出力端にそれぞれ接続され、第１電圧ＥＬＶＤＤの電圧及び第２電圧ＥＬＶＳＳの電圧
を安定して出力できるようにする。
【００５９】
　抵抗Ｒｃｈは、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｆの外部に形成され、キャパシタＣｃｈ１
、Ｃｃｈ２に充電されている電荷を放電させる。キャパシタＣｃｈ１、Ｃｃｈ２に充電さ
れた電荷を放電させなくなると、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｆが動作途中に動作を停止
し、キャパシタＣｃｈ１、Ｃｃｈ２には、第１電圧ＥＬＶＤＤの電荷が充電される。キャ
パシタＣｃｈ１、Ｃｃｈ２に充電された電荷により、第１電圧ＥＬＶＤＤの電圧が、ブー
スト回路４１０ｆを介して、図２に示されている画素部に伝達され、画素部のそれぞれの
画素は、第１電圧ＥＬＶＤＤを受けて発光する。このような画素の発光は、ＤＣ－ＤＣコ
ンバータ４００ｆが動作を停止した状態で発生するものであり、画素の寿命などに悪い影
響を及ぼす。したがって、このような発光を防止するため、抵抗Ｒｃｈを介してキャパシ
タＣｃｈ１、Ｃｃｈ２に格納された電荷を放電する経路を生成する。抵抗Ｒｃｈの一端は
、ブースト回路４１０ｆの出力端に接続され、他端は、インバータ回路４２０ｆの出力端
に接続される。このため、抵抗Ｒｃｈが第１電圧ＥＬＶＤＤの電圧と第２電圧ＥＬＶＳＳ
の電圧との間に位置し、キャパシタＣｃｈ１、Ｃｃｈ２に充電された電荷が抵抗Ｒｃｈを
介して消費される。キャパシタＣｃｈ１、Ｃｃｈ２に充電された電荷が放電する時間は、
キャパシタＣｃｈ１、Ｃｃｈ２の大きさ及び抵抗Ｒｃｈの大きさに対応するため、キャパ
シタＣｃｈ１、Ｃｃｈ２及び抵抗Ｒｃｈの大きさを調整し、キャパシタＣｃｈ１、Ｃｃｈ
２に充電された電荷が非常に早く消費されることを防止する。
【００６０】
　したがって、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｆの出力端に格納されている電荷が放電され
、ＤＣ－ＤＣコンバータ４００ｆの出力端に格納されていた電荷が、ＤＣ－ＤＣコンバー
タ４００ｆがオフ状態になった後、図２の画素部に伝達されることを防止し、画素部のそ
れぞれの画素が異常発光する現象を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】従来の有機電界発光表示装置で採用した画素の構造を示す回路図である。
【図２】本発明に係る有機電界発光表示装置の構造を示す構造図である。
【図３】本発明に係るＤＣ－ＤＣコンバータの第１実施形態を示す構造図である。
【図４】本発明に係るＤＣ－ＤＣコンバータの第２実施形態を示す構造図である。
【図５】本発明に係るＤＣ－ＤＣコンバータの第３実施形態を示す構造図である。
【図６】本発明に係るＤＣ－ＤＣコンバータの第４実施形態を示す構造図である。
【図７】本発明に係るＤＣ－ＤＣコンバータの第５実施形態を示す構造図である。
【図８】本発明に係るＤＣ－ＤＣコンバータの第６実施形態を示す構造図である。
【符号の説明】
【００６２】
　１００　画素部
　１０１　画素
　２００　データ駆動部
　３００　走査駆動部
　４００　ＤＣ－ＤＣコンバータ
　４１０ａ、４１０ｂ、４１０ｃ、４１０ｄ、４１０ｅ、４１０ｆ　ブースト回路
　４２０ａ、４２０ｂ、４２０ｃ、４２０ｄ、４２０ｅ、４２０ｆ　インバータ回路
　４３０　遅延回路
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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